
被害者支援活動の一層の充実を願って 
公益社団法人やまがた被害者支援センター 副理事長  清野 功 

民間による被害者支援を始められて30年という節目の年、「犯罪被害者等が全国どこにいて
も、いつでも、求める支援が受けられる活動」の実現を目指して着実に前進している全国被害
者支援ネットワークの一員として体験したことの一端を思い起こし、今後の被害者支援活動に
活かしていきたいと思います。 
 
Ⅰ．被災者支援 
 
2011年３月11日、宮城県沖を震源とする最大震度７を記録する巨大地震が発生して東日本の
太平洋沿岸部各地は大津波で破壊され、22,000人余の死者・行方不明者、さらに福島第一原子
力発電所のメルトダウン発生など大きな衝撃を受け、今なお復興道半ばという大惨事となりま
した。この東日本大震災で、岩手、宮城、福島、茨城、千葉等太平洋岸の被害者支援センター
が被災しましたが、各センターは様々な困難を克服しながら被害者支援活動を継続しました。 
この年の10月に開催したネットワークの全国研修会・全体会では「東日本大震災におけるネッ
トワーク加盟団体の活動」と題してパネルディスカッションが行われました。パネリストとし
て出席した岩手、宮城、福島各センターからの震災発生後の活動状況報告では、共通して真っ
先にセンターで活動している支援員の安否確認を行ったこと、共通する課題は様々困難な状況
下でどのようにしてセンターの体制を保持していくか、センターとして被災者のために何かで
きることがあるかを模索したということでした。センターの相談電話には家族等の安否確認で
輻輳した状況も伺えました。また、みやぎセンターから県警察の要請を受けて行った遺体安置
所における被災者支援活動について、500体余のご遺体を安置している県の施設において家族
を探し求める来館者をサポートする活動に従事したとの説明があり、３月とはいえ暖房を使え
ない寒い施設での重く厳しい活動を成し遂げられた様相を感じ取りました。 
研修参加者からの発言の一つに、広域的あるいは大規模な事件が発生した場合の支援につい
て考えるべきではないか、という提案がありました。ネットワークはその提案をきっかけにプ
ロジェクトチームを編成して検討を行い、2016年に広域的、あるいは大規模な事案が発生した
場合の支援活動のあり方についての運営規程を制定しました。 
山上皓理事長からいただいた「私たちは基本的には犯罪被害者の支援活動が中心だが、支援
の経験や知識は災害の時も活かせる、大災害の時にそれを活かすのは当然の役割。地域に支え
られていることを還元する、そして、センターの活動の広報の機会でもある。」とのコメント
が今なお心に残っています。 
 
Ⅱ．預保納付金の活用 
 
2010年12月、全国ネットワークは、政府・プロジェクトチームが行った「振り込め詐欺救済
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法に定める預保納付金を巡る諸課題に関するプロジェクトチームのヒアリング」に出席し、ネッ
トワーク及び加盟団体の活動と財政事情を説明して、預保納付金による助成を要請しました。
その結果、2011年８月、政府プロジェクトチームは、「行政主導による公的な支援ばかりでなく、
事件についての相談相手、関係行政機関や刑事・民事・司法関係者等との対応の手助け・付き
添い、病院への付き添い等多岐に亘っている。そのため、被害者の視点に立った支援を実現す
るためには、国のみならず、被害者支援のノウハウが蓄積されている民間の犯罪被害者等支援
団体による迅速かつ柔軟で継続的な支援が必要。犯罪被害者等支援団体は財政基盤の脆弱な団
体が多く、必ずしも充分な支援活動が行われていない面があり、早期の経済的支援が望まれて
いる。犯罪被害者等支援団体に対して預保納付金を支出することによって、その支援活動の充
実・強化を図ることが有益である。」とネットワークの要請を理解する考え方を示されました。
2012年４月から預保納付金による支援事業の「担い手」に選定された日本財団によって諸準備
が進められ、2013年度から助成事業がスタートし、現在に至っています。預保納付金は振り込
め詐欺の被害者に返せない資金であり、減少していくはずの資金であること、この事業は自立
のための基盤づくり、犯罪被害者を支える人づくり、支援活動の充実に当てられるべきである
ことを再認識して有効に活用するとともに、更なる財政基盤の確立に努めていかなければなら
ないと思っています。

Ⅲ．交通事件を処罰する新法の成立 

2013年11月、交通事件を処罰する新しい法律として「自動車の運転により人を死傷させる行
為等の処罰に関する法律」が国会で可決・成立し、施行されました。従来、交通死傷事犯は刑
法に定める「危険運転致死傷罪」または「自動車運転過失致死傷罪」が適用されていましたが、
全国各地で発生している悪質な交通事件の多くが「危険運転致死傷罪」ではなく、刑の軽い「自
動車運転過失致死傷罪」が適用されていることから、厳罰化のための検討を行って法改正に至っ
たもので、2012年10月から法務大臣の諮問機関である法制審議会の刑事法部会（委員・幹事と
して大学教授や法曹界、関係官庁の方等26名）で審議、2013年３月に法改正案を答申、従来交
通事件に適用されていた刑法規程から分離して６か条から成る新法の制定となったものです。
この法制審議会刑事法部会に被害者支援団体という立場の委員として参画する機会をいただき
ました。第1回の部会で、「検討を行うに当たって、直接被害者等の意見をお聞きすべきである。」
の発議があり、全国12の被害者団体から2日間にわたって要望・意見を聴取、その後の部会の
随所で交通事件被害者等の要望・意見等を念頭に置いた検討が行われたことが強く印象に残っ
ています。部会では、他の犯罪の処罰との整合性や諸外国の法体系など多岐にわたる説明と意
見の陳述が展開され、2013年２月、部会としての案を法制審議会に答申し、新法の成立となり
ました。 
2019年の交通事故による死傷者が46万2,000人、悲惨な交通事故防止のためにこの法律が厳

正に適用されることを願っています。 

150

発行：公益社団法人全国被害者支援ネットワーク


	1-1記念誌巻頭言　椎橋先生　はじめに　４稿 確認済み
	1-2目次　入稿データ　　ノンブルなし　6稿
	02 第3稿
	04 第3稿
	05 第3稿
	06 第4稿
	07 第3稿
	08 第4稿
	09 第3稿
	10 第4稿
	11 第6稿
	12 第4稿
	13 第4稿
	14 第4稿
	15 第4稿
	16 第3稿
	17 第4稿
	18 第6稿
	19 第3稿
	20 第3稿
	21 第4稿
	22 第3稿
	23 第6稿
	25 第5稿
	26★ 第4稿
	27★ 第4稿
	28 第5稿
	29 第5稿
	30 第3稿
	31 第6稿
	32 第6稿
	33 第4稿
	35 第4稿
	36 第3稿
	37 第4稿
	38 第3稿
	39 第4稿
	40 第3稿
	41 第4稿
	42 第3稿
	44★ 第4稿
	45★ 第6稿
	46 第4稿
	47 第5稿
	48 第5稿
	49 第3稿
	50★ 第4稿
	執筆者プロフィール　入稿データ　5稿
	年表_2　5稿
	編集後記　奥付　入稿データ　5稿


 
 
    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     ページサイズ:  現在と同じ
      

        
     Blanks
     Always
     1
     1
            
       D:20160217103907
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     1
     Tall
     2642
     278
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     1
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0b
     QI+ 3
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     ページサイズ:  現在と同じ
      

        
     Blanks
     Always
     1
     1
            
       D:20160217103907
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     1
     Tall
     2642
     278
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     1
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0b
     QI+ 3
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     ページサイズ:  現在と同じ
      

        
     Blanks
     Always
     1
     1
            
       D:20160217103907
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     1
     Tall
     2642
     278
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     1
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0b
     QI+ 3
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     ページサイズ:  現在と同じ
      

        
     Blanks
     Always
     1
     1
            
       D:20180227092741
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     1
     Tall
     897
     242
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     2
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0b
     QI+ 3
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     ページサイズ:  現在と同じ
      

        
     Blanks
     Always
     1
     1
            
       D:20180227092741
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     1
     Tall
     897
     242
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     2
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0b
     QI+ 3
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     ページサイズ:  現在と同じ
      

        
     Blanks
     Always
     1
     1
            
       D:20180227092741
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     1
     Tall
     897
     242
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     2
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0b
     QI+ 3
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 7.165 x 10.118 インチ / 182.0 x 257.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): 改良
      

        
     32
            
       D:20210903170215
       728.5039
       182×257
       Blank
       515.9055
          

     Tall
     1
     0
     Full
     1006
     296
    
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         1
         AllDoc
         4
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     28.3465
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0b
     QI+ 3
     1
      

        
     232
     236
     235
     236
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





